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1. はじめに

現在,バーコードは流通業界,医療業界など多方面で使

用されているが,これを商品上に貼付する場合には,以前

からコード自体の省スペース化が求められてきた[1].同
時に.バーコードの模様には商品パッケージのデザイン性

を損なうといった問堰もある.これらの問題を解決する手

段として,我々はバーコ-ドを非可視化する手法を開発し

ている[2].そこで,本研究では実用的な非可視型二次元
コードの印刷方法として市販の熱転写プリンタを用いる

方法について検討する.ここで使用する二次元コードは

SPコード[3]である.

2. 方法

SPコードを印刷するための噂用アプリケーションがイ
ンストールされた日本語ワープロセッサソフトウェア

(Word2000, Microsoft社製)上でSPコードを作成し.
コードサイズを変更して, 2種類のプリンタ(ALPS

MD-5500　角引象度2400dpi, CanonLBP-2300　解像度
600dpi)により印刷する. ALPS社製の熱転写プリンタ
MD-5500のインクリボンはCMYKの4色であるが,こ
のⅥ∋lloll,に対し,インクリボンを今回特別に試作した

AM-blackのインクリボンに置き換える.次に,バーコー

ド部分にはBlack,バーコードの背最部にはAM-blackを
用いることにより,非可視型バーコ-ドを作成する【2】.

バーコードは, ①熱転写プリンタにより印刷, ②4分の1

に縮小し熱転写プリンタにより印刷,③非可視型バーコー
ドを熱転写プリンタで印刷. ④4分の1に箱′トしてレーザ

プリンタで印刷,の4つのパターンで印刷する.ここで,

④は熱転写プリンタとレーザプリンタの印刷結果を比較
するためのパターンである.

表1にバーコード倍率とコ-ドサイズを示す.印刷結果
は顕微鏡(SL-60T, Vixen社製)と可視光フィルタを取

り外したディジタルカメラ(PDMCIe,日本ポラロイド

社製)を用いて確認する.印刷用紙には熱転写プリンタに

ALPS社製熱転写用VDフォトフイルムを使用し,レ-ザ
プリンタ用には富士ゼロックス製の上質PPC用紙を使用

する.

表1.バーコード倍率とコードサイズ

バーコー ド 倍率(% ) コー ドサイズ(m m )

① 10 0 17 .9 6 × 17 .9 6

② 50 8 .9 8 ×8 .9 8

③ lo o 17 .9 6 × 17 .9 6

④ 50 8 .9 8 ×8 .9 8

3. 結果

図1から図4にバーコードの顕微鏡画像を示す.二二
で図1から図3は熱転写プリンタで印刷した結果,図LI

はレ-ザプリンタで印刷した結果である.図1と図3に
示したように熱転写プリンタの印刷結果ではバーコード

のセルがはっきりと認識可能である.これに対し,図　4

のレ-ザプリンタ印刷結果ではトナーの飛散が見られた.
バーコードのセルを正確に認識することが困難な場合t,

あると考えられる.また.図2に示すようにバーコードサ

イズを4分の1に縮′トして印刷したものでもセルを容易
に確Ifl可能である.

図3.非可視型バーコードの　　　図`I.レーザプリンタの
印刷結果　　　　　　　　　　　印刷結果

4. 考察・まとめ

図2と図4はともに面積を4分の1に縮小したバーコ
ードである.図2に示すように熱転写プリンタでの印刷は

セルがはっきりと急告識できるため.バーコードの読み取り

は可能であると考えられる.それに対し,図4に示したよ
うにレ-ザプリンタではトナーが飛散しており,本来白く

なる部分が黒く印字され.セルを正確に認識することは困
難である.また,図3に示したように非可視型バーコード

に於いても,コード部分の領域識別は可能であった.

以上,熱転写プリンタを用いた省スペースシンボルと非
可視型二次元コードの印刷方式について検討した.ここで

は,本来高密度のバーコードを印刷するプリンタとして適

している熱転写プリンタと　AM-blackのインクリボンを
組み合わせ実用的に非可視型バーコードを作成すること

が可能であることを示した. SPコードの読み取り装置に

おける読み上げ実験では,熱転写プリンタ印字による従来
のSPコード読み上げはすでに施孟8済みであり,縮′トした

コードについての実験を今後実施する予定である.同時に,

より微小な二次元コードに対する読み取り装置の間発を

含め,総合的な案内装置の開発を進める予定である.
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